
○ 学校評価におけるＰＤＣＡサイクルイメージ図 

ＰＤＣＡサイクルについては，年度末のＡ（改善）から次年度初めのＰ（学校づくりビジ 

ョンの策定）へスムーズな接続ができるよう，年度内に評価結果の整理を行い，改善に向け 

ての準備を進めておくことが大切です。 

Ａｃｔｉｏｎ（改善） 

○学校は，次年度の改善方針に基づき， 

具体的な取組の改善を図ります。 

○教育委員会は，学校からの結果を 

踏まえて，学校への支援・改善を 

行います。 

Ｄｏ（実行） 

○重点目標の達成をめざし， 具体的な 

取組を進めます。 

○教育活動等に関する情報・資料を日 

常的・組織的に収集・整理します。 

○情報を共有し， 進捗状況を把握しな 

がら取組を進めます。 

Ｐｌａｎ（学校づくりビジョンの策定） 

○児童生徒，保護者，地域住民等からの意見・要望，アンケート結果 

などを踏まえた前年度の学校評価の結果・改善方針を目標設定に反 

映させます。 

○学校として，精選された具体的かつ明確な重点目標を設定します。 

Ｃｈｅｃｋ（評価） 

○重点目標の取組状況や達成状況を把握・整理し，これまで進めてきた教育活動や 

学校運営に関する取組が適切かどうかを評価します。評価にあたっては，児童生 

徒，保護者，地域住民からの意見や要望，アンケート結果等も活用します。 

自己評価の結果を踏まえ，今後の改善方針を検討します。 【自己評価】 

○学校づくり協力者会議（コミュニティスクール運営協議会）への学校づくりビジ 

ョンの説明や教育活動の参観等を通じて，自己評価の結果及び改善方針について 

評価します。【学校関係者評価】 

○学校関係者評価を踏まえ，次年度の改善方針について再検討します。【自己評価】 

○各学校は，学校評価の結果について，それを踏まえた次年度の改善方針とあわせ 

て，教育委員会に報告するとともに，学校だよりの発行や学校ホームページへの 

掲載等により，広く説明・公表します。 

３つの学校評価の定義（文部科学省「学校評価ガイドライン」より） 

・自 己 評 価 …各学校の教職員が行う，最も基本となる評価。 

・学校関係者評価…保護者，地域住民等の学校関係者により構成された評価委員会が，自己評価 

の結果を基本として行う評価。 

・第 三 者 評 価 …学校とその設置者が実施者となり，学校運営に関する外部の専門家を中心と 

した評価者により，自己評価や学校関係者評価の実施状況を踏まえつつ，教 

育活動その他の学校運営の状況について専門的視点から行う評価。 
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